



















































































































































































る。特に 25 ～ 29 歳，30 ～ 34
歳の女性は昭和 50 年の労働力率
が 40 ～ 45％であったのに対し，













































































































　またつながっていると感じている人たちの約 7 割が 50 歳以上であり，孤立化している人た
ちの約 6 割が 40 歳未満であるという結果も出ている。さらに地域での交流があるという 60
歳以上の人たちがその交流相手として挙げているのは「壮年の世代」が 67.8％，「青年の世代」








































































































でも兄弟姉妹がたくさんいるという子どもは少なく，2 ～ 3 人もしくは一人っ子という家庭が
多い。そこで小学校という場で児童が学級，学年を越えて，異学年の児童と共に活動する機会
は非常に意味のあるものとなってくる。
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親切にする。」（32）が，第 3 学年及び第 4 学年では内容 2 の（4）「生活を支えている人々や高






























































































 1. わたしの一年間 （3 時間）




され，年度末となる 2 ～ 3 月に行われている。
　4 つの小単元からなっており，直接幼稚園児との交流が行われているのが第 1 小単元の「わ









この実践の第 3 小単元では小学生と園児が 1 対 1 のペアとなりいろいろなコーナーを回ると






































 3. いっしょにあそぼう （5 時間）































いう異学年の集団がある。この生活団は各学年から約 5 人ずつが集まってできており，6 学年
18 クラスを 24 団に再分配して成り立っている。そして各団に教員一人が担当している。つま
り同小学校児童は自分のクラス以外にもう一つのクラス，もう一人の担任を持っていることに













　さらに以下は 11 月に行われている全校遠足の様子についての記述である（41）。 
　きくまつりや全校遠足は，生活団にとって楽しく盛り上がる活動である。
　3 年生や 4 年生が坂道に負けないように，元気なかけ声で仲間を励ます。団長や班長は地





























































































































































































































































































































　第 1・2 学年が生活科，第 3 ～ 6 学年が総合的な学習の時間となっている。
　まず第 1・2 学年については行う必要がある世代間交流が全部で 3 つある。1 つ目の「お年
寄りとの交流①」は，子どもたちが遊びを通してお年寄りと交流できる活動が考えられる。遊



















































































































　第 3・4 学年ではどちらの学年でも実践可能なものとして 2 つの交流をあげているが，どち
らの交流も低学年で行ったものを発展させたものとなっており，②としている。





























































児について考える機会とし，交流に活かしていくことが期待できる。第 1 学年においても第 3
学年においても授業数をそれほど多く扱う必要はなく，実際の活動と関連するよう学習を行う
ことで，世代間交流に非常に効果的に働くと考えられる。




























































































































































































































































（10） 労働力率…労働力人口※を生産年齢人口（総人口のうち 15 歳以上の人口）で割ったもの。（新村出，
2008，『広辞苑 第六版』，岩波書店，p.3001 より）
 ※労働力人口…総人口のうち，満 15 歳以上の人口から非労働力人口（通学者，家事に従事する者，
病気や老齢で働けない者）を差し引いた人口。完全失業者を含む。（新村出，2008，『広辞苑 第六版』，
岩波書店，p.3001 より）
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